
◆
会
報
誌
二
一
号
（
二
月
発
行
）
◆

諒
末
ブ
ー
ム
は
ほ
じ
漂
っ
た
〓
0
－
㊨
茸

し
唐
。
ま
た
、
会
報
脇
で
は
「
韓
宋
－
・

大
江
戸
巡
り
と
鰻
の
緻
籠
」
と
し
て
、
構

築
謁
聾
範
独
自
の
視
点
習
繭
末
を

紹
介
し
ま
し
樗
・
大
盤
繚
恕

◇
－
月
二
一
月
の
重
松
避
難
覇

●
ハ
イ
チ
大
轢
死
馨
網
干
量
万
人

●
卜
墨
田
露
頭
∴
蛙
醗
霞
驚
　
時
申
出

●
横
綱
　
朝
蘭
閲
が
引
退

●
バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
撃
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
閲
麗

◆
会
報
誌
〓
書
写
（
4
月
発
行
）
◆

上
海
万
博
が
問
詰
、
緑
林
氷
塵
轡
が
、
鰹
の

莞
会
誌
殖
化
の
感
動
露
語
醍腰

琳
氷
麗
欝
大

壷
が
臨
蕃
企
習
抽

ほ
て
、
腰
の
完

全
議
頼
化
の
成

功

義

金

親
臨
で
は
「
日

本
の
投
網
力
を

海
外
へ
P
R
L

て
い
る
の
で
は
？
」
と
推
測
。
ま
短
、

上
海
万
博
は
伴
っ
て
、
麗
イ
ベ
ン
ト
の
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
特
襲
詣
醇
で
掲

載
し
ま
し
福
●
大
盤
麗
轡

◇
三
月
・
四
月
の
童
械
出
粟
輯

●
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
国
際
取
引
額
止
を
否
決

●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
蘭
巷
日
奉
一
腹

●
宇
宙
飛
行
士
、
山
崎
瞳
写
き
ん
宇
宙
へ

畠

新
語
蒸
器
で
は
、
秋

匿
入
り
、
江
華
繭

蒲
焼
P
R
濡
動
を

麗
開
　
聞
〇
月
、

画
　
調
用
と
続
く
、

イ
ベ
ン
ト
や
臨
轡

◆
会
報
誌
一
四
号
（
六
月
発
行
）
◆

金
識
語
響
馨
吊
り
ユ
冨
－
ア
ル
、
サ
ッ
カ
ー
W

杯
で
目
恋
代
襲
大
酒
躍

二
〇
〇
八
年

の
創
刊
雷
か

ら
≡
軍
国
を

迎
え
短
縮
粟

フ
ァ
ミ
リ
ー

を
り
ニ
ュ
ー

ア
ル
。
サ
ッ
カ
ー
W
杯
で
は
、
日
欝

が
前
駆
判
萱
覆
し
て
大
酒
躍
。
不
況
が
続

く
田
本
陸
と
っ
て
明
る
い
詣
題
と
蒸
っ
薙
。

●
メ
ガ
盛
轡
轡
㊨

㊥
爵
用
土
公
用
の
糞
松
田
蒸
輯

●
雷
崎
牢
の
緬
樺
「
日
嗣
澱
の
感
染
疑
い

●
蓮
機
能
撹
蘭
端
末
「
ア
イ
パ
ッ
ド
」
が
麗

●
爛
山
蕾
轡
菅
内
閣
斌
ス
タ
ー
ト

●
サ
ッ
カ
ー
W
杯
、
日
華
ベ
ス
ト
一
六
入
り

会
の
韓
備
作
鍵
は
追
わ
れ
寵
会
報
酷
で
も
、

こ
れ
ま
で
の
満
動
を
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長

所
、
頬
所
を
特
顕
謁
蘭
と
し
て
掲
蹴
。
世
間
で

は
、
中
国
と
の
尖
閣
讃
国
問
題
で
日
赤
串
が
大

騒
ぎ
と
な
寵
　
　
　
　
　
●
大
盤
轡
轡

会
報
蟻
で
は
、

昨
毎
度
続
い

て
、
街
頭
ア

ン
ケ
ー
ト
を

羅
多
く

の
房
が
昨
年

よ
り
鰻
の
消
蘭
が
爛
棚
と
コ
メ
ン
ト
。
そ

の
コ
メ
ン
ト
が
示
す
通
り
で
、
鰻
楽
界
は

大
盛
況
の
題
で
お
っ
な
。
曲
万
、
世
間
で

は
、
野
球
賭
博
の
膨
轡
で
、
琶
古
層
場
所

で
は
N
H
K
の
T
V
中
継
が
中
止
と
な
り
、

相
撲
馨
は
葱
れ
養
端
麗
㊨
感

◇
「
苗
月
・
八
月
の
豊
松
配
架
謡

●
相
撲
協
会
は
、
大
獄
親
寿
と
醒
雷
光
韓
を
解
麗

塞
広
闇
平
和
就
興
は
鬱
列

●
菅
臓
以
上
の
闇
齢
馨
宇
宿
窟
不
明
相
次
ぐ

●
穴
居
～
八
月
の
平
均
塵
漕
僅
観
測
曳
上
韻
崗

◇
九
月
・
－
覇
重
松
出
諜
閏

彊

申

闇

鯨

闊

最

を

選

繍

●
ノ
ー
ベ
ル
碑
蝿
霞
寧
日
番
人
三
人
が
麗
讃

●
弱
国
新
開
新
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
オ
ー
プ
ン

●
チ
リ
轟
縄
認
諾
蝶
　
三
三
千
人
舎
繭
認
蛙
憲
選

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
鷲
ぬ

舎
軍
報
毎
闇
を
顕
り
返
蚤
と
、
笹
頭
は
、

「
シ
ラ
ス
頬
少
憩
い
！
」
と
い
う
楠
轍
か
ら

去
ダ
ー
ト
し
ま
し
麺
e
 
L
か
－
幸
露
揚
陸
は

何
と
か
間
ほ
合
い
課
し
唐
が
、
経
国
の
態
醒

ほ
よ
り
、
鰻
の
消
闇
は
構
攫
唐
土
躍
。
茎
租

は
喜
ば
し
い
言
と
で
は
森
高
董
藍
忠
相
、
翠
の

反
艶
で
、
二
〇
用
、
調
一
層
の
蒲
靂
み
は

例
年
以
上
信
大
善
く
怒
り
、
諺
登
壇
め
て
、

卦
i
．
賞
冬
と
笠
間
を
適
し
て
襲
定
で
き
な
い
燈

ろ
う
か
？
と
い
う
思
い
を
感
じ
ま
し
唐
。

秋
献
隅
は
蒲
高
額
い
寵
と
騒
い
課
す
耕
、

韻
一
缶
頓
奉
当
た
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
二
〇
一
一
年
も
何
卒
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
薬
調
醒
主
食
　
ス
タ
ッ
フ
二
間
よ
り

⑲
お
知
ら
せ
情
報
㊧

鷺

謡

駒

ら

歯

車
ひ
ょ
っ
と
や
聾
渋
番
穂
川
吉
日
デ
ユ
ー
ス

讃
桜
ケ
丘
二
三
－
三
筋

渋
谷
更
化
電
シ
タ
ー
大
和
田
一
階

鷺

鞘

ぢ

笹

●
蓋
丁
蘭
留
楠
田
　
鰹
二
鬱
畳
語

他
臨
奮
園
蘭
羅
山
轟
－
山
一
－
囲

T
N
ビ
ル
地
下
一
階

朴
報
の
お
剃
ら
世

・
鞋
・
野
　
雄
詞
書
ん
霞
毎
四
顕

三
周
三
脚
目
お
亡
く
怒
り
は
残
り
課
し
た
。

謹

ん

で

据

燭

や

竃
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講師の手先を

香ばしい匂いに長蛇の列新加入の若手職人も紹介

須田　泰さん
「鰻若松」職人
大田函高蒲田1－zLe
大圏醗前
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須田さん紹介、次回のゲストは「美園屋」の「飯田　歌人」さんです。
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離
窮
余
沈
争
論
一
（
ユ
ー
ス

新
案
調
理
士
会
が
取
り
組
ん
で

い
る
、
江
一
畳
剛
蒲
焼
の
P
R
活
動

や
取
り
組
み
を
、
様
々
な
切
り
口

で
ご
紹
介
し
ま
す
。
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、

こ
台
湾
鰻
視
察
研
修
旅
行

一
一
月
一
二
日
～
六
日
、
全
蒲
連
・
束
蒲

主
催
で
、
台
湾
産
鰻
の
視
察
研
修
ツ
ア
ー

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
研
修
ツ
ア
ー

は
今
回
で
二
回
目
で
す
が
、
業
界
ト
ッ
プ

が
主
軸
と
な
り
、
参
加
者
も
蒲
焼
店
オ
ー

ナ
ー
、
問
屋
、
タ
レ
メ
ー
カ
ー
、
商
社
、

研
究
者
、
そ
し
て
新
東
会
か
ら
は
、
次
長

の
湯
浅
祐
司
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、

台
湾
側
も
業
界
団
体
ト
ッ
プ
が
ア
テ
ン
ド

役
と
な
り
、
非
常
に
有
意
義
な
視
察
と
な

り
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

安
心
・
安
全
で

美
味
し
い
鰻

新
東
会
で
は
、

今
回
の
研
修
ツ

ア
ー
で
重
要
な

こ
と
は
二
つ
あ

リ
ま
し
た
。
ま
ず
一
つ
は
、
安
心
・
安
全

に
お
け
る
管
理
体
制
が
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
、
自
分
自
身
の
目
で
確
認
し
た
い
。

一
ラ
目
は
、
生
産
者
に
直
接
会
っ
て
、
そ

の
考
え
方
を
聞
い
て
み
た
い
。
”
と
い
う
点

で
し
た
。
今
夏
、
台
湾
産
活
鰻
は
日
本
に

と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

今
後
に
あ
い
て
も
台
湾
産
鰻
は
、
注
目
す

る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、

双
方
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
意
見
交
換
を
す
る

こ
と
が
で
き
有
意
義
で
あ
り
ま
し
た
。

生
産
舶
工
場
を
見
学

加
工
場
で
は
、
裂

き
、
焼
き
、
梱
包
と

一
通
り
の
工
程
を
見

学
。
試
食
で
食
べ
た

蒲
焼
は
、
日
本
向
け

に
研
究
さ
れ
て
お
り

組
ん
で
お
り
ま
す

習
会
の
成
果
と
し

れ
の
方
に
ご
挨
拶

連
の
涌
井
恭
行
理

蒲
組
合
の
、
一

俊
介
理
事
長
、

紹
介
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、

供
養
を
無
事
に
終

台
湾
生
産
者
の
意
気
込
み
を
感
じ
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
ツ
ア
ー
で
は
、
台
湾
は
、

日
本
を
重
要
な
輸
出
先
と
し
て
お
り
、
今

後
、
さ
ら
に
品
質
が
向
上
す
る
こ
と
に
期

待
感
を
感
じ
る
よ
い
研
修
ツ
ア
ー
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

●
市
原
市
「
う
ま
い
も
の
祭
り
」

広
大
な
露
地
池

で
品
質
管
理

ま
ず
最
初
に

見
学
し
た
の
は

養
鰻
場
で
す
。

広
大
な
露
地
池

で
、
ゆ
っ
た
り
と
育
て
ら
れ
て
い
る
と
い

う
印
象
で
し
た
。
台
湾
サ
イ
ド
が
強
調
し

て
い
た
の
は
「
美
味
し
い
鰻
づ
く
り
の
た

め
に
、
練
り
餌
を
使
っ
て
い
る
」
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

一
一
月
一
二
日
、
千
葉
県
市
原
市
に
て
、

市
原
市
の
食
が
一
堂
に
集
ま
る
「
う
ま
い

も
の
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
市
原
市
商
工
会
議
所
が
主

催
し
、
八
幡
屋
の
中
村
雅
人
社
長
が
地
域

活
性
化
の
た
め
に
、
一
千
食
以
上
の
鰻
を

無
料
で
配
布
し
ま
し
た
。
新
東
金
で
は
、

イ
ベ
ン
ト
当
日
、
鰻
を
捌
い
た
り
、
焼
い

た
り
す
る
た
め
に
、
職
人
を
派
遣
し
協
力

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
日
、
鰻

催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
二
年

生
を
対
象
に
、

午
前
四
一
名
、
午
後
四
三
名
に
指
導
し
ま
し

た
。
こ
の
講
習
会
も
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
、

指
導
す
る
講
師
、
参
加
す
る
生
徒
、
さ
ら
に

受
け
入
れ
る
学
校
側
の
意
識
も
高
ま
っ
て
あ

り
、
新
東
会
と
し
て
は
や
り
が
い
を
感
じ
て

お
り
ま
す
。
来
年
度
も
、
益
々
精
力
的
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

来
年
度
は
正
式
な
授
業
と
し
て
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

の
ブ
ー
ス
で
は

香
ば
し
い
匂
い

が
漂
い
、
長
蛇

の
列
が
並
び
大

賑
わ
い
と
な
り

盛
況
に
終
わ
り

ま
し
た
。

㊥
第
四
七
回
馨
繰
養
大
放
生
会

一

一

月

一

一

日
、
青
山
に
あ

り
ま
す
描
法
寺

に
て
「
第
四
七

回
　
鰻
供
養
」

を
開
催
し
ま
し

た
。
会
は
、
東

職
人
た
ち
の
「
纏
っ
て
』
リ
レ
ー

私
は
、
創
業
昭
和
四
一
年
、
鰻
・
天

ぷ
ら
専
門
店
「
鰻
若
松
」
に
勤
め
て
い

ま
す
。
平
成
二
一
年
二
月
に
京
急
蒲

田
駅
近
く
に
新
築
移
動
し
、
こ
の
辺
り

で
は
目
を
引
く
、
和
風
モ
ダ
ン
な
建
物

で
す
。
苦
か
ら
の
お
得
意
様
、
新
規
客

と
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
さ
ら
に
、
宴
会
等

の
ご
予
約
も
多
く
、
毎
日
多
忙
な
日
々

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
河
原
社
長
、
山
本
料
理

長
、
仲
間
た
ち
と
共
に
、
お
客
様
か
ら

「
う
ま
い
ね
え
～
ま
た
来
ち
ゃ
っ
た

よ
！
」
と
い
う
言
葉
が
嬉
し
く
て
、
真

心
込
め
て
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
、
こ
れ
か
ら
も
鰻
若
松
と
須
田
泰

を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


